










テーマ 「ダブル リミテ ッド・一時的セ ミリンガル現象を考える」について
中島和子
(名古屋外国語大学)
母語 ・継承語 ・バイ リンガル教育研究会(MHB)は、本テーマで2006年度に2
回研究集会を開催した。第一回は 「ダブル リミテッド・一時的セ ミリンガル現象を
考える」(2月18日)、第二回は 「続 ・ダブル リミテッド/一時的セミリンガル現象
を考える一ジム ・カミンズ教授に訊 く一」(6月13日)である。いずれも名古屋外国
語大学 との共催である。引き続き2007年度も、第三回 「ダブル リミテッド・一時
的セミリンガル現象を考える一続の続」を3月3日 に桜美林大学で開催予定である。



































い うわけで、幼児期の言語環境に起因する現象を 「一時的セ ミリンガル現象」とし、
一方特定の言語領域の習得が遅れるケースでかなり長期醐 冓えの教育的介入が必要
なものを 「ダブル ・リミテッド現象」 と呼んで区別 してもいいのではないかと思 う





言語環覧の貧 しさにある。タイプHは 、4歳児 ぐらいから9歳児ぐらいまでの間で、
話 し言葉を土台に文字の習得の初歩や基礎的読み書き能力の習得に問題が起こるも
のである。主な要因としては、幼児期の異文化間移動による使用言語の切 り替え、






タイプ 縣 領域 推測要因(働
a.発語が遅い




































小学校 読解力 ・作文力 b.どちらの言語でも語彙が不足
III (高学年) 語彙 ・漢字力 ・ c.2言語 ・2文化の狭間で どっちつかずの




母語・,纈藷 ・バイグンカシ〃教育ひ4〃B)研究 レ'olume3MARCH2007 鯒 勿吻卿
このような表に照 らして、本紀要に掲載された論文を見てみると、第1の 生田裕子
氏の論文 「ブラジル人中学生のL1とL2の 作文に見 られる問題一ダブル リミテッ
ド現象の例か ら司 は、タイプIIIの作文力の例である。家庭要因、学校要因と切 り
離 して、両言語の作文力を滞在年数と来 日年数 との関係で分析 したものである。 こ
れまでの国内における本テーマの領域では、この角度からのバイリンガル作文力調
査は少ないので、貴重なデータである。













る。戦争 とい う最悪の条件下にあったイン ドシア難民男児1名(現在11歳 、小5)




期)が なかったこと、また取 り出し授業、入 り込み授業で継続 して一指導員の適切
な支援が得 られたことが幸いしていると思われる。
4番目のジム ・カミンズ教授(トロント大学)の 「ASL(米国手話)と英語学習言

































弱 く、「書 くという表現手段を失いかけている」とい う指摘があった。彼 らの将来を
一5一










Commins, L.N. & Miramontes, B.O. (1989) Perceived and Actual Linguistic 
  Competence: A Descriptive Studies of Four Low-Achieving Hispanic 
  Bilingual Students. American Educational Research  Journal. Vol. 26, No. 4, 
  pp. 443-472. 
Genesee,  F.,  Paradis, J. & Crago, B.M. (2004) Dual Language Development & 
 Disorders: A Handbook on Bilingualism & Second Language Learning 
  Baltimore, Maryland: Paul H. Brookes Publishing Co.  pp.195-211.
一6一
